
太平記読み

(伝承)

宋学思想

(儒学)

歴史文学

(現在進行形)

修験者ネッ

トワーク

(情報収集)

後醍醐天皇

(下るべし)

多聞天

(神がかり)

倒幕

(武家政治終

焉）

平民

(万民思想)

尊王思想

(国体)

卑賎の器

(反権力)
太平記

内乱の時代

(群雄割拠)

辰砂

(財政基盤)
大楠公

六道

(脱・信仰)

教育

(国づくり)
明治維新

下級武士

(先見性)

落首

(民意・民度)
批判精神

梅松論

(畏敬)

湊川の戦い

(無私）

観心寺

(宋学)

千早要塞群

(兵法)

吉田松陰

(生気の歌)

富国強兵

(近代化)

西欧列強

(外圧)

地下衆

(京の都)

神仙境

(神秘・力)

塔尾陵

(北闕の天）
太平記 大楠公 明治維新 南朝正統論

徳川光圀

(大日本史)

前田綱紀

(決別図)

金峯山寺

(財・僧兵)
吉野朝

護良親王

(洞察力)
吉野朝

楠公精神

を知る
水戸学

江戸幕府

(武家政治)
水戸学

大義名分論

(天皇の臣）

吉野山

(熊野伊勢)

村上義光

(忠臣)

吉野の民

(素朴純粋)
武士道 小楠公 建武新政

三忠伝

(安東省庵)

朱舜水

(父子像賛)

実用学

(御三家）

智

(四書五経)

名誉

(人格の尊厳)

勇

(勇敢と忍耐)

龍覚坊

(教え)

後村上天皇

(股肱之臣）

観心寺中院

(決意)

菊池武時

(巨星落つ）

公家一統

(時代錯誤)

千早城

(先見性)

義

(正義感）
武士道

礼

(他者への優し

さ)

桜井決別

(遺訓)
小楠公

四條畷の戦

(孝)

武士の冷遇

(悪政)
建武新政

寄り合い所帯

(リーダー不

在)

信

(誠実)

忠

(目上の者に対

する服従と忠

実)

仁

(高い倫理観)

渡辺橋

(博愛精神)

如意輪寺

(教養)

国宣

(忠)

足利尊氏

(歴史先読み)

正成の献策

(天皇批判)

無礼講

(革命手法)

＊正統な吉野町の復権

＊武士道を極める

＊日本近代化の導火線

＊父子の生きざまを知る～無私・誠

＊何が正しいのか？　人として本来どう生きるべきか　―　正義に生きる

マンダラチャート／楠公精神を知る

2019.12.07　a-oogitani／四條畷楠正行の会


